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 会 報   

年頭のご挨拶 
〔駒村代表理事〕 
新年あけましておめでとうございます。 

本年は、新型コロナが落ち着いて穏やかな新春を迎えられと思っておりましたが、元旦に

は能登半島地震が、翌２日には羽田空港で大きな飛行機事故が発生するなど、衝撃的な幕開

けとなりました。 能登半島地震の被災者の皆様には、心からお見舞い申し上げますととも

に地震及び事故で亡くなられた皆様には哀悼の意を表します。 

さて、昨年５月の新型コロナによる行動制限解除後は、目覚ましい活況経済となっていま

すが、国際情勢不安、エネルギー、環境問題、円安、食料不足、物価高と、多くの問題を抱

えての年越しとなりました。 

当協議会としても道路、環境、水道、防犯など多くの課題を抱えております。 

先ずは、身近な諸問題を課題として工業団地協議会の会員の皆様と共に努力を重ね、課題

解決の成果をあげる年にと願っています。 

目下、集中豪雨時の出水対策用ハザードマップの作成を当協議会事務局が中心になって進

めています。こうした課題解決に携わる各委員会の皆様には、ご負担となりますがよろしく

お願いいたします。 

白井市では、地域の諸問題解決のため、自治会活動のみならず、当協議会活動にも協力・

支援の姿勢を示しております。こうした機会に、市民、企業、行政の連携による三位一体と

なった取り組みを実りあるものにしましょう。 

また、一昨年度から、当協議会は白井第二小学校区みどりの里づくり協議会に加わり、夏

祭りの共同開催、安心安全、防犯、防災など、地域の方々と共に活動を始めています。 

今年の夏まつりは、白井第二小学校での開催となります、前年に比べて大変大きな会場と

なります。会員の皆様には、より一層積極的なご参加、ご支援をお願いいたします。 

地域の方々が、互いに理解し協業を重ね成果を上げることは、大きな喜びであり、全ての

調和は平和と繁栄をもたらします。 今年一年、私の取り組みとして、地域共生、皆さんと

共に調和を心がけ、より良い環境つくりを目指します。 

結びに、皆様に取りまして今年が最良の年となられますことをご祈念し、年頭の挨拶とさ

せていただきます。 
 

  新春賀詞交歓会のご案内 
 

当協議会では、毎年、新春賀詞交歓会を公民センターにおいて開催してきましたが、新型

コロナウイルス感染症の影響により、２０２１年以降は、感染防止の観点から開催を見送っ

てきました。 

本年は、新型コロナの感染が落ち着つきを見せ行動制限が緩和されたことから、会場を最

寄りのホテルに移して４年振りに「２０２４・新春賀詞交歓会」を開催することとしました。 

元よりこの賀詞交換会は、新年を迎え日頃よりお世話になっております関係各位の皆様方

との意見交換・ご交誼を深め、また、会員間の親睦を図るため開催するものです。 

当日のご参加も可能ですので、ぜひご参加ください。 

日 時：２０２４年１月１８日(木) １８：００～ 

場 所：ホテル・マークワンＣＮＴ（千葉ニュータウン中央駅南側） 

会 費：６，０００円／人 

 ＊駐車場は、会場に隣接してあります。  

２０２４年１月１０日発行 

（一社）白井工業団地協議会 

発行責任者 駒村 武夫 第 457号
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１２月１９日(火)、公民センターにおいて、第５回定例理事会を開催しました。 

会議では、駒村代表理事が議長を務め、以下の議事３件、協議事項２件の提案について、

慎重審議した結果、すべて全員一致を持って承認可決されました。 

また、報告事項では、以下の３件の報告がありました。 

【議 事】 

   第１号議事 ２０２３年度上半期の事業報告及び決算報告並びに監査報告の件 

   第２号議事 ２０２４年新春賀詞交歓会の件 

第３号議事 入会承認の件 

【協議事項】 

第１号協議 ２０２４年度の行事、各種会議及び講習会等の日程の件 

第２号協議 次期役員（理事及び監事）の選任の件 

【報告事項】 

   第１号報告 防犯対策の実施及び交通安全の普及の件 

   第２号報告 タクシープールの設置の件 

第３号報告 ハザードマップ作製に関する調査及び新たな交流事業に関するアン 

ケート調査の結果の件 

※ 会議の内容は、ホームページの活動状況→会議・議事録をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

能登半島地震に災害義援金を贈る❣ 
 当協議会では、能登半島地震の被災者等に災害義援金を贈ることを決定し、日本赤十字社

千葉県支部を通じ被災地に届けます。 

 義援金は、「災害等支援積立金」から１００，０００円を支出し、救護と早期の復旧に役立

てていただきます。 

 なお、被災状況等に応じて追加支援についても検討していきます。皆様のご理解と支援を

お願い致します。 

第５回定例理事会 

～ 労災事故報告～ (２０２３年１月～１２月) 
２０２３年１月～１２月までの白井工業団地内の労災事故は、昨年と同数の２４件でし

た。 
特に機械等の挟まれ事故、資機材の落下等による事故などが目立ちました。また、高所

からの落下やフォークリフトによる挟まれ事故は重大な事故となっています。 

当協議会では、労働安全衛生に関する講習会（４月,７月）や全国安全週間大会、労働

衛生週間大会等における実施概要の説明会(６月,９月,１１月)を実施しておりますが、ま

だまだ労働安全意識の普及が徹底されていない状況となっていますので、新年を迎え、改

めて労働災害の防止に取り組んでくださるようお願い申し上げます。 

☆ 労働災害を未然に防ぐために・・・ 
１．労働安全衛生関係法令の順守 

労働災害防止の基本は、労働安全衛生関係法令を守り、法令に沿った対策をとるこ

とです。 

２．自主的な安全衛生活動の実施 

全員が労働災害防止の活動に取り組み、危険に対する認識、安全意識を高め、安全

な作業を定着させましょう。 

３．リスクアセスメントに基づく取り組みの徹底 

作業に伴う危険性または有害性を見つけ出し、これを除去、低減しましょう。 

※ここで示した労災事故は、消防署が出動した件数となっており、労働基準監督署の労

災事故件数とは異なります。 
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【正会員】 

① 名 称：株式会社Ｂ.Ｐ． 宅食ライフ （本社：葛飾区） 

② 代表者：代表取締役 竹田 光佑 

③ 所 在：白井市富塚１１２７-６ （第５ブロック） 

④ 業 種：配食サービス(高齢者向け)・飲食業 

⑤ 従業員数：１人 
 

✙
職場や日常生活において不慮の事故や急病に際し、素早い救急救命措置ができるよう日頃

から訓練しておく必要があるため、救急救命講習会を開催します。 

事故の防止、けがの手当て、ＡＥＤの使い方など、命を救うための正しい知識と技術を学

ぶものです。 

今回は、日本赤十字社(千葉県支部)の協力を得て、救急救命の専門指導員により基礎から

学ぶものですので、特に救命講習を受講したことがない方は、いざというときのため、是非、

受講をしてください。 

本年元旦には、能登半島において大規模な地震が発生し、多くの人が被災しましたが、こ

のような時に家族や友人、同僚などを守るためにも救急救命の知識・技術が役立ちます。 

〖救急救命講習会・日本赤十字社〗 

  ・開催日時：２０２４年２月２７日(火) １３：３０～１５：３０ 

  ・会 場：公民センター・レクホール 

  ・定 員：２０人 

  ・参加料：１，０００円／人（教材、資料代等） 

  ・その他：終了証を交付（日赤） 

 ※お申し込みは、後日、開催案内を送付しますので、その際にお願い致します。 
 

◇◇ タクシープールの設置 （公民センター・駐車場）◇◇ 
白井工業団地へのアクセスについては、路線バスの減便や利用時間帯が合わない

など、厳しい状況となっており、当工業団地の企業を訪れる方や当工業団地の従

業員等が公共交通機関を利用する際には、大変苦労をしている状況でもあります。 

このような状況において、タクシーを利用する際には、遠方からの迎車となる

ため、時間のロスが生じたりして使いにくい状況ともなっています。 

そこで、地元のタクシーが当工業団地内で待機することで、利用しやすくなることから、

公民センターの駐車場の一部(１台分)をタクシープールとして利用できるよう市に要望し、

了承を得ることが出来ました。実施の方法等は、現在タクシー会社で検討しており、決定次

第ご案内します。 
 

冬季長期休業中のパトロールの結果報告 
 当協議会では、年末年始にかけ多くの企業が休業となるため、工業団地内の防犯パトロールを

実施いたしました。 

幸い冬季休業期間中の事件及び不審者等の認知は、ありませんでしたが、昨年は、太陽光

発電施設のケーブルの窃盗事件や事業所の鍵が壊されるなどが近隣で発生していますので、

引き続き防犯対策の徹底にご留意ください。 

なお、不審者(者)等、お気付きの点等ございましたら、会員の皆様に警戒のお知らせをいた

しますので、当協議会にも情報提供をお願い致します。 

 今回の実施期間：前年１２月２８日(木)～１月８日(月)の昼夜間 

～+～ 新入会企業 よろしくお願いします～+～ 
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◎◎ 交通事故死者数が８年ぶりに増加・・・交通安全の徹底を！ ◎◎ 
２０２３年に全国で発生した交通事故による死亡者数が前年比６８人増の２,６７８人だ

ったと警察庁が発表しました。前年の２０２２年は、統計を取り始めた１９４８年以降、６

年連続で最少を更新し、２,６１０人でしたが、８年ぶりに前年を上回りました。 

これは、新型コロナウイルスの感染症の分類が昨年５月に「５類」に移行し、

社会活動が活発化したことが背景にあるとしています。 

都道府県別の最多は、大阪府の１４８人(前年比７人増)と２年連続の全国ワ

ースト１位で、２位が愛知県１４５人(同８人増)、３位が東京都１３６人(同４人増)、４位

が千葉県１２７人(同３人増)、５位が神奈川県１１５(同２人増)の順でした。最少は、佐賀

県の１３人、鳥取県１４人、福井県２０人の順でした。 

また、６５歳以上の高齢者の死亡者数は、前年比６人減の１,４８５人で、３年連続で過去

最少となりましたが、全体の５４.７％を占めており高い割合となっています。 

なお、交通事故件数は、前年比７,０７２件増の３０７,９１１件で、負傷者数は、前年比

８,４２６人増の３６５,０２７人で、いずれも増加しています。 

今後、経済活動が活発になり、日常生活においても車や人の往来が増えることで、交通事

故が増えることが予想されます。 

日頃から交通安全には、細心の注意を払い事故を起こさない、事故に遇わないよう心がけ

ましょう。また、飲酒運転は、絶対にやめましょう。 
 

アンケート調査集計報告 
当協議会では、昨年９月に会員間の親睦・交流の活性化を促進するため、新たな

会員間交流事業の開催に関するアンケート調査と、大雨や台風などによる道路冠

水による歩行者や車両等の被害を未然に防止し、冠水の程度により迂回の必要性

などが分かるようにするため、簡易型のハザードマップを作成するための調査を

行いました。 

交流事業につきましては、今後、事務局において内容の精査し、意見等を集約した後、委

員会の意見を聞いたうえで、２０２４年度の事業計画に反映することとします。（２月の定例

理事会で審議していただく予定です。） 

簡易型ハザードマップにつきましても、事務局において原案を作成し、委員会等の意見を

聞いたうえで、各社に配布することとしています。 

※詳しいアンケート集計結果は、ホームページの新着情報よりご覧ください。 

交通安全用ステッカーを作成 
昨年１２月には、防犯促進活動の一環として、社用車等に貼って 

いただく、『防犯パトロールステッカー』を作成いたしました。 

今回は、トラック等のスピードの出し過ぎなどの苦情が多く寄せ 

られていることから、交通安全啓発用の『ゆっくり走ろうステッカー』を作成いたしま

した。社用車等に貼っていただき、交通安全活動にご協力をお願い致します。 
特にトラックのスピードの出し過ぎは、荷崩れ等の事故にもつながり大変危険です。

また、トラックに限らず、交差点での無理な右折なども多くみられ、危険を感じていま

す。 

この後、トラックを多く利用する事業所を中心にこのステッカーによる啓発へのご協

力をお願いして参りますので、その際はご了承くださるようよろしくお願い致します。 

ご希望がございましたら、事務局までご連絡ください。 

《規格》 サイズ：２０×５０cm 厚さ：０.８mm 

仕 様：マグネット式（２枚１組） 
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今回は、１２月１２日(火)に白井市立第二小学校の６年生が４つの工場を見学しました。 

ご協力いただきました４社の皆様ありがとうございます。 

この工場見学では、当協議会から贈呈したヘルメットを早速活用していただき、

子ども達は、真新しいヘルメットを嬉しそうに被り、目を輝かせて探求心を持っ

て工業見学を行いました。 

各社の見学の後、「子どもたちが感動して帰ってきました。」と中野校長先生からお礼の言

葉をいただきました。 

～工場見学ご協力事業所 4社～ 
♦菊川工業㈱        ♦サンレイ工機㈱       ♦㈱黒田製作所        ♦㈱インターアシスト 

 

 

 

 

 
 

〇〇〇〇◎ 夏祭り用提灯 ◎〇〇〇〇 
昨年１１月から夏祭り用提灯更新のご注文をご案内しており、約５０社から２００個のご

注文をいただいています。ご協力ありがとうございます。 

今年の夏祭りでは、真新しい５色の提灯が飾られ、大いに賑わうことでしょう。今から楽しみです。 

なお、この提灯につきましては、追加や新規でのご注文・ご希望がございましたら、事務局までご

連絡ください。随時、受付けております。引き続きご理解・ご協力のほどよろしくお願い致します。 
 

☆★ ２０２４年７月より新札発行 ★☆ 
新デザインの紙幣の発行は、２０２４年７月３日に予定されおり、紙幣の一新は２００４

年以来、２０年振りになります。 

＊どのように変わる？ 

偽造防止のため新しい技術も取り入れられています。 

・背景に高精細なすかし 

・券種毎に識別マークの位置が異なる 

・世界初３Ｄホログラム(見る角度によって人物の向きが変わって見える) 

以上のほかにも様々な工夫がされています。 

新１万円札（渋沢栄一） 「日本経済の父」と呼ばれている。 

新５千円札（津田梅子） 女性の地位向上と女子教育に尽力した教育家です。 

新 1千円札（北里柴三郎) 破傷風を予防･治療する方法を開発した微生物学者で、「近代日

本医学の父」と呼ばれている。 

＊今、使っているお札は使えなくなる？ 

お札は、法律で無制限の強制通用力があることが定められています。法律上の特別な措置

がとられない限り、この通用力を失うことはありません。既に発行が停止されたお札のうち、

現在でも使えるお札は１８種類あります 

\\ お金のうんちく \\  

Ｑ：お札が破れてしまったら・・・ 

Ａ：破れたり燃えたりしたお札は、残っている割合に応じて交換できます。 

   お金全体の２/３以上が残っている  →全額交換 

     〃  ２/５以上２/３未満が残っている  →半額交換 

     〃  ２/５未満が残っている  →交換不可  

＊お金は大切に取り扱いしましょう！ 



6 

◆ 生産性向上・設備投資補助金申請 ◆ ～千葉県～ 
千葉県では、ＤＸによる省力化・業務効率化や新事業展開・新商品開発など、中小企業等

における生産性向上を図るために必要な設備投資に対して、「ちば中小企業生産性向上・設備

投資補助金」を交付します。 

[補助対象者] 

千葉県内に補助事業を実施する事業所等を有する中小企業者等 

[補助対象経費] 

１ 機械装置等の購入、製作、改良に要する経費 

２ 専用ソフトウェア・情報システム等の購入・構築に要する経費 

３ １又は２の使用場所への導入に直接必要な運搬又は据付に要する経費 

[補助率]  補助対象費の１/２以内 

[補助金額]  ５００万円以内（下限額１００万円） 

[申請方法]  オンライン申請 

[受付期間]  令和５年１２月２０日(水)から令和６年３月２９日(金)まで 

※説明会も実施していますので、下記サイトよりお申込みください。 

ちば中小企業 生産性向上・設備投資補助金 (chiba-seisansei-up.jp) 

※お問い合わせ：ちば中小企業生産性向上・設備投資補助金コールセンター     

TEL:050-3355-4665  受付時間：9：30～17：30(土・日・祝日除く) 
 

 

 

◎ 電力・ガス等価格高騰対策支援金のご案内 ◎ 
白井市では、電力・ガス等の価格高騰の影響を受けた市内の中小企業、個人事業者等に支

援金を交付します。（R５年９月に同支援金に申請された事業者は申請できません。) 

・期 間：Ｒ６年１月１６日(火)～２月１５日(木) 予算に達し次第終了します。 

・交付金額：中小企業等 １０万円 ／ 個人事業者  ５万円 

・申請方法：白井市役所 産業振興課窓口または郵送（２月１５日必着） 

 <郵送先> 〒270-1492 白井市復 1123  

      白井市役所 産業振興課 電力・ガス等価格高騰対策支援金受付係 

〖お問い合わせ〗 

白井市役所 産業振興課 商工振興  TEL.０４７-４０１-４６４１（直通） 

受付時間：午前９時から午後５時 

※交付要件や申請書類等の詳細は、同封のチラシをご覧ください。 
 

相続登記がされないため、登記簿を見ても所有者が分からない所有者不明の土地が全国で

増加し、周辺の環境悪化や公共工事の阻害など、社会問題となっていました。 

この問題解決のため、令和６年(２０２４年)４月１日から、相続人は不動産(土地・建物)

を相続で取得したことを知った日から３年以内に相続登記をすることが義務になります。 

正当な理由が無く相続登記を行わない場合は、１０万円以下の過料が科される可能性があ

ります。 

また、令和６年４月１日以前に相続した不動産も相続登記がなされていない

ものは、義務化の対象となりますので、要注意です。 

不動産を相続したら、早めに登記をしましょう。 

 ※詳しくは、法務局又は法務省のホームページをご覧ください。 

  

白井市のからのお知らせ  
 

https://chiba-seisansei-up.jp/
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 ##### ２０２４年節分 ##### 
節分とは、文字通り節（季節）の分かれ目である立春、立夏、立秋、立冬の前

日のことを節分と言っていましたが、現在では立春の前日を節分といいます。年により立

春の日が変わることがありますので、２月３日とは限りません。 

節分に行う豆まきは、季節の変わり目に起こりがちな病気や災害を鬼に見立て、それを

追い払う儀式となっています。 宮中で節分に行われていた「追儺（ついな）」という鬼払

いの儀式が広まったものです。昔から節分には厄を払い新年の幸せを願う行事が日本各地

で行われ、現在も大切にされています。 

豆まきでは、福豆をまきます。福豆は、炒った大豆を桝に入れ、神棚にお供えしたもの

をいいます。昔から穀物には霊力が宿ると考えられ、福豆は邪気を払うと考えられてきま

した。 

豆まきを行うのは「年男」です。本来年男とは一家の主人をさしましたが、現在ではそ

の年の干支に生まれた男性を年男といいます。現在では年男、年女、あるいは家族がまき

ますが、地方によっては厄年の人がまく風習もあります。 

《恵方巻》 

江戸時代末期頃、関西を中心に流行っていたといわれています。節分の夜に 

その年の恵方を向いて食べると、商売繁盛や無病息災で過ごせるなどのいわれ 

があります。 

具はさまざまですが基本は７種で、これは七福神にちなんでいるという説もあります。

包丁では切らず、頭から無言でまるかじりするのがよい、とされています。 

今年の恵方は、「東北東」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〈会 議〉 

１月１６日(火) 三役会議 10：00～ 公民センター・会議室 

  〃    第２回渉外総務委員会及び環境整備・交通対策委員会 

11：00～ 公民センター・会議室 

２月２０日(火) 三役会議 10：00～ 公民センター・相談室 

 〃     第６回定例理事会 11：00～ 公民センター・会議室 

〈講習会〉  

２月２７日(火) 救命救急講習会 13：30～公民センター・レクホール 

〈行事〉 

１月１８日(木) 新春賀詞交歓会      

１月１９日(金) サテライト相談 10：00～ 産業振興センター  

２月 ８日(木) 知財総合支援相談 10：00～ 産業振興センター  
 

◆ 追加！ インフルエンザ予防接種を実施 ◆ 
 インフルエンザの流行期間は、一般的に例年１２月から翌年３月がシーズンとされていま

すが、世界的に新型コロナが落ち着いてきたことからインバウンドによる外国人の来日や日

本人の海外旅行などが活発になり、インフルエンザの流行時期が変化をしてきています。 

 インフルエンザの感染者数を見ても昨年９月頃から増減を繰り返しており、今後も増加す

ることが推測されます。ついては、健康維持のため、追加の予防接種を次のとおり実施しま

すので、未接種の方は、是非、接種をしてください。詳細は、別途ご案内いたします。 

 ・日 時：２月７日(水) 15：30～17:00  ・場 所：公民センター・会議室 

 ・費 用：３,５００円/人        ・実施者：平和台病院 
 

※会報は、当協議会ホームページに毎月号をカラー版で掲載しています。ご覧ください。 

また、会報に掲載したい情報がありましたら事務局にご連絡ください。  

当 面 の 事 業 計 画  
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≪広告掲載１≫   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 広告内容のお問い合わせは、直接広告主にお願いします。 


